



































































































































































































































































































































と。孔晁又た馬昭 難じ 云ふ、 「天子夾振して舞の法を用ふるは、經典に在り。今、天子夾振すと謂ふは、此れ經の正文なり ……」と。
とある。王肅の著した「聖證論」 見える鄭・王論爭の中で、王肅に反駁した鄭玄派の馬昭に對し、孔晁がさらなる反駁を加えていることが確認できよう。かかる學問傾向を有する孔晁の『國語』注の特徴は、どのようなものであろうか。　
孔晁注は散逸したため、その編纂方針・意圖を韋昭注のようには知ることができない。そこで、輯佚されているものから歸









































































































































晁注が漢代からの傳統的な訓詁や章句の學に基づく注であるからには、詳細な訓詁を施した上に儒教經典と『國語』を繫げた韋昭注の前に優位性を獲得で ず、 鄭玄 則ったであろう孫炎の解釋も、鄭玄學 肯定的に採り入れた韋昭注に對して確たる特徴を發揮できなかったのではなかろうか。《注》（一）
　
 韋昭以外の『國語』注については、馬國翰『玉函山房輯佚書』や黄奭『黄氏逸書考』ら清人たちの輯佚本があり、張以仁がそれらの書をはじめとして樣々な書に含まれる『國語』注を輯佚した。これらは、張以仁「國語舊注輯校（一） ～ （六） 」 （『孔孟學報』二一～二六、一九七一年四月～一九七三年九月）として整理され、のち『張以仁先秦史論集』 （上海古籍出版社、二〇一〇年）に收められた。本稿の『國語』注は、張以仁の輯校を參考にした。
（二）
　
 韋昭の『國語』注は正式名稱を『國語解』というが、本稿では便宜的に、韋昭注と表記する。韋昭注についての論考は、苗文利・劉聿鑫「韋昭〈國語解〉的内容、體例和特點」 （ 古籍整理研究論叢』二、一九九三年） 、樊善標「 《國語解》用《左傳》研究」 （ 『中國文化研究所學報』新第七期、一九九八年） 、池田秀三「 『國語』韋昭注への覺え書」 『中 の禮制 禮學』 朋友出版 二〇 一年） 、拙稿「韋昭『國語解』小考」 （ 『三國志研究』二、二〇〇七年七月。 「 『國語解』考」と改題して、 『韋昭研究』 、汲古書院、二〇一 年に所收 「 『國語』舊注考―賈逵・唐固・韋昭注 比較―」 （ 『人文科學』 一六、二〇一一年三月。「 『國語』舊注考―賈逵・唐固注との比較―」と改題して、 『韋昭研究』 、汲古書院、二〇一一年に所收）などがある。
（三）
　
樊善標「孔晁《國語注》與 《國語解》 」 （ 『大陸雜誌』一〇三―三、二〇 年九月 。
（四）
　
 張以仁「國語舊注範圍的界定及其佚失情形」 （ 屈萬里先生七秩榮慶論文集』 聯經出版事業公司 一九七八年。 『國語左傳論集』 、東昇出版公司、一九八年に所收）によると、服虔もまた『國語』 注を著したと述べる
（五）
　








 孤少時歴詩・書・禮記・左傳・國語、惟不讀易。至統事以來、省三史・諸家兵書、自以爲大有所益。如卿二人、意性朗悟、學必得之、寧當不爲乎。宜急讀孫子・六韜・左傳・國語及三史（ 『三國志』卷五十四呂蒙傳注引『江表傳』 ） 。
（七）
　
 年四歳授孝經、七歳誦論語、八歳誦詩、十歳誦尚書、十一誦易、十二誦春秋左氏傳・國語、十三誦周禮・禮記、十四誦成侯易記 十五使入太學問四方奇文異訓（ 『三國志』卷二十八鍾會傳注引『鍾會母傳 ） 。
（八）
　






 初、 （王）肅善賈（逵） ・馬（融）之學、而不好鄭氏、采會同異、爲尚書・詩・論語・三禮・左氏解 及撰定父朗 作易傳 皆列於學官。其所論駮朝廷典制・郊祀・宗廟・喪紀・輕重、凡百餘篇（ 『三國志』卷十三王朗傅附王肅傅） 。
（一一）
 鄭氏學行五十載矣。自 王）肅成童始志于學 而學鄭氏學矣。然尋文責實 考其上下 義理不安、違錯者多。是以奪而易之（ 『孔子家語』序）
（一二）




 『左傳』昭公十三年疏に、 「周語云、鄭伯男也。王而卑之、是不尊貴也。王肅注此與彼皆云、鄭伯爵、而連男言之、猶言曰公侯。足句辭也」とあり、王肅は『左傳』と『國語』の當該箇所に同じ注を附したようである。なお、 『十三經注疏』の阮元の校勘記が指摘するように、 『孔子家語』正解論にも同一の注がある。
（一五）
 周語中１――夫狄無列於王室、鄭伯南也 王而卑之 是不尊貴也【注】賈侍中云、南者、在南服之侯伯也。或云、南 南面君也。鄭司農云、南謂子・男 鄭 今新鄭。新鄭之於王城在畿内 畿内之諸侯雖爵有侯・伯、周之舊法皆食子・男之地。昭案 内傳、子產爭貢曰、爵卑而貢重者、甸服 。鄭伯男也。而使從公侯之貢 懼弗給也。以此言之、鄭在男服明矣。周公雖制土、中設九服、至康王而西都鄗京、其後衰微、土地損減、車服改易 故鄭在男服 禮、畿外之侯、伯也 世謂其見待重於采地之君 故曰是不尊貴也
（一六）
 『左傳』昭公十三年疏には、 「鄭衆・服虔云、鄭、伯爵、在男服也。周禮、男服在三、距王城千五百里、鄭去京師不容此數。賈逵云、男當作南。謂南面之君也。子產爭國小貢重、輒言鄭伯爲南面之君、復何所益 南面君者 豈貢得輕乎。鄭志 男 男也 周之舊俗、雖 侯伯、皆食子・男之地 鄭之此言 不知所出。……」とあり、鄭衆・服虔・賈逵らの解釋を引く。ちなみに『左傳』の賈逵注は 國語 注と異なる見解 提示 ている。
（一七）
 『左傳』昭公十三年の杜預注の解釋については、岩本憲司『春秋左氏傳杜預集解（下） 』 （汲古書院、二〇〇六年）に詳しい。また岩本は、當該箇所の異説を參考に附しており、 『左傳』疏に引く賈逵・鄭衆・ 虔、 『國語』注に引く賈逵 鄭衆 韋昭の注を紹介している。
（一八）




 書奏、帝下詔曰、二常侍懇懇於所論、可謂乃心欲佐益時事者也。……近者、孔鼂・綦毋龢皆案以 慢之罪、所以皆原、欲 四海知區區之朝無諱言 忌也（ 『晉書』卷四十七傅玄傅） 。
（二〇）

















【韋】禮 以春分朝日、示有尊也 虞説曰、大采、衮織也。祖、習 識、知也。地德所以廣生。昭謂、禮玉藻、天
子玄冕以朝日、冕服之下、則大采非










 韋昭注の特徴は、①繰り返し訓詁注を附していること ②史的解釋を示す傾向にあること、③ 『國語』注に『左傳』を直接・閒接問わず大量引用することで兩書を結びつけたこと ④他經を注に引用することで 經として 『國語』という位置づけをより強固にし、 玄のような體系化を圖ったこと。⑤賈逵注には肯定的、唐固注に 否定的な評價が多く、また鄭玄の學説を概ね肯定し取り入れていたことが擧げられる。詳しくは 注（二）所掲の拙稿・拙著を參照。
（二六）
 國語曰、周襄王賜晉文公命、晉侯端委而入。孔朝曰、玄端 衣 委貌之冠也（ 『太平御覽』卷六百八十五服章部二委貌冠） 。
（二七）











































































































































































































































































































































































 人雖有命、荒淫者必損壽。無外患則并心於内。故三 死。諸侯不服則思外患、損其内情、故十年。無道之君、久在民上、實國之殃也（ 『左傳』昭元年疏）
。
35
晉語九１（
483頁）――邢侯與雍子爭田。
【韋】×【孔】邢與
鄐
此爭疆界
（ 『左傳』昭十四年疏）
。
36
晉語九１（
483頁）――士景伯如楚、叔魚爲贊理。
【韋】
景伯、晉理官士彌牟
。如楚、聘也。叔魚、羊舌鮒。贊、佐也。
景伯如楚
、故叔魚攝其官也。傅曰、叔魚攝理。
【孔】
景伯、晉理官
。叔魚佐之。
景伯聘楚
、叔魚專斷
（ 『左傳』昭十四年疏）
。
魏晉の『國語』注について
　
―王肅・孔晁注の檢討―
二〇
37
晉語九１（
483頁）――遂施邢侯氏、
【韋】施、劾捕也。【孔】廢其族也
（ 『左傳』昭十四年疏）
。
38
晉語九
15（
498頁）――東方之士孰爲愈。
【韋】愈、賢也。【孔】愈、勝也
（ 『國語補音』 ）
。
39
鄭語１（
511頁）――羋姓夔越、不足命也。
【韋】夔越、羋姓之別國、
楚熊繹六世孫曰熊摯、有惡疾。楚人廢之、立其弟熊延。摯自棄於夔、其子孫有功、王命爲夔子
。
【孔】
熊繹玄孫曰熊摯、有疾。楚人廢之、立其弟熊延。熊摯自棄於夔、子孫有功、王命爲夔子
（ 『左傳』僖二十六年疏）
。
40
楚語下１（
560頁）――使名姓之後、
【韋】名姓、謂舊族、若伯夷・炎帝之後、爲堯秩宗。【孔】（孔・服注以爲、 ）聖人大德之後
（ 『周禮』春官宗伯疏）
。
41
楚語下１（
560頁）――能知四時之生、犧牲之物、
【韋】生、嘉穀韭卵之屬。【孔】（孔・服皆以爲、 ）生謂粢盛、犧謂純毛色、牲謂牛羊豕
（ 『周禮』春官宗伯疏）
。
42
楚語下１（
560頁）――玉帛之類、
【韋】×【孔】禮神玉帛
（ 『周禮』春官宗伯疏）
。
43
楚語下１（
560頁）――壇場之所、
【韋】除地曰場。【孔】去廟爲祧、去祧爲壇、去壇爲
墠
。孔又云、場祭道神、曾子問、道而出、是也
（ 『周禮』春官宗伯疏）
。
44
楚語下１（
560頁）――上下之神、
【韋】×【孔】上謂凡在天之神、天及日月星。下謂凡在地之神、謂地・山林・川谷・丘陵也
（ 『周禮』春官宗伯疏）
。
魏晉の 『國語』 注について
　
―王肅 ・ 孔晁注の檢討―
二一
45
楚語下１（
560頁）――氏姓之出、而心率舊典者爲之宗。
【韋】所自出也。
宗、宗伯
、掌祭祀之禮。
【孔】既非先聖之後、又非名姓之後。但氏姓所出之後子孫、而心常能循舊典者、則爲大宗。
大宗者、於周爲宗伯
（ 『周禮』春官宗伯疏）
。
46
楚語下２（
564頁）――天子擧以大牢、祀以會。
【韋】大牢、牛羊豕也。會、會三大牢。擧、四方之貢。【孔】四方來會、助祭也
（ 『禮記』玉藻疏）
。
47
楚語下２（
567頁）――遠不過三月、近不過浹日。
【韋】
遠、謂三牲
。近、謂雞鶩之屬。浹日 十日也。
【孔】
遠、牛羊豕
。近、犬雞之屬
（ 『周禮』地官充人疏）
。
48
楚語下２（
567頁）――諸侯祀天地、三辰及其土之山川。
【韋】
三辰、日・月・星。祀天地、謂二王之後、非二王之後、祭分野星・山川而已
。
【孔】
三辰、日・月・星。祀天地、謂二王後也。非二王後、祭分野星・山川而已
（ 『左傳』昭十三年疏）
。
49
呉語３（
598頁）――乃匍匐將入於棘闈、
【韋】
棘、楚邑。闈、門
也。
【孔】
棘、楚邑。闈、巷門
（ 『左傳』昭十三年疏）
。
